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私が 大礼に 参列す るた めに 京都へ 立た うとして ゐる 

時であった。 私の 加盟して ゐる某 社の 雑誌が 来たので、 

たかを 

忙しい 中に ざっと 目を通した。 すると 仙 台に 高 尾の 

後^が ゐ ると 云 ふ 話が 出て ゐ るの を 見た。 これ は 伝説 

の 誤であって、 しかも それが 誤 だと 云 ふこと は、 

お ほっき ふみひこ 

大 槻文彦 さんが あらゆる 方面から 遺憾な く 立証して ゐ 

る。 どうして 今にな つて こんな 誤が 事新しく 書かれた 

だら うと 云 ふこと を 思 つて 見る と、 そこに は 大いに 考 

へ て 見て 好い 道理が 存じて ゐ るので ある。 



は、 それ を身受 しゃう がない。 其 上、 綱 宗は品 川の 屋 

ちっきょ てんな 

敷に 蟄居して 以来、 仙 台へ は 住かずに、 天 和 三年に 四 

ていはつ かしん しゃう とく 

十四 歳で 剃髪して 嘉 心と 号し、 正徳 元年 六月 六日に 

七十 二 歳で 歿した。 綱宗 に身受 せられた 女が あった 所 

はず 

で、 それが 仙 台へ 連れて行かれる 害がない。 

みつまた 

文 子 は 綱 宗が高 尾 を身受 して 舟に 載せて 出て、 三股 

はんぱく つもり 

で 斬った と 云 ふ 俗説 を 反 殿す る 積で、 高 尾が 仙 台へ 

力 t; ち 

連れて行かれて、 子孫 を 彼 地に 残した と 書いた の だが、 

それ は 誤 を 以て 誤に 代へ たので ある。 

二 



す さびに 残した 書画に は、 往々 知 過 必改と 云 ふ 印 を 用 

まき 

ゐた。 綱宗の 芸能 は 書画 や 和歌ば かりで はない。 蒔絵 

きた 

を 造り、 陶器 を 作り、 又 刀剣 をも鍛 へた。 私は此 人が 

政治の 上に 発揮す る ことの 出来なかった 精力 を、 芸術 

の 方面に 傾注した の を 面白く 思 ふ。 面白 いのは こ、 に 

とヾ ろう キ. 1 よ くじ 

止まらない。 綱宗は 籠居の ために 意気 を 挫かれずに ゐ 

た。 品 川の 屋敷の 障子に、 当時 まだ 珍しかった 硝子 板 

四百 余 枚 を 嵌めさせ たが、 その 大き いのは 一 枚 七 十両 

がうまい おも や 

で 買った と 云 ふこと である。 その 豪邁の 気象が 想 ひ 遣 

られ るで はない か。 かう 云 ふ 人物の 綱宗に 仕へ て、 其 

晚 年に 至る まで 愛せられて ゐた 品と 云 ふ 女 も、 恐らく 



いけ だてる まさ かう ひめ 

振 姫 は 実は 池 田 輝 政の 子で、 家康の ニ女督 姫が 生ん 

だので ある。 それ を 家康が 養女に して 忠宗に 嫁せ しめ 

た。 綱宗は 忠宗の 側室 貝 姫の 腹に 出来た の を 振 姫が 養 

ひ 取って、 嫡出の 子と して 届けた ので ある。 貝 姫 は 

くしげ さち ゆうじ やうた かむ ね . 一 一 さ ぃゐん みく しげの つぼね 

櫛笥左 中将 隆 致の 女で、 後西 院 天皇の 生母 御 E 局の 

妹で ある。 

忠宗は 世 を 去る 三年 前に、 紀 伊の 連れて ゐる 初子の 

美しくて 賢い のに 目を附 けて、 子 綱宗の 妾に しょうと 

云 ふこと を、 紀 伊に 話した。 しかし 紀伊は 自分 達の 家 

め ひ 

世 を 語って、 姪 を 妾に する こと を 辞退した。 そこで 綱 

宗と 初子と は、 明 暦 元年の 正月に 浜 屋敷で 婚礼 をした 



いとま 

いて 住って、 綱宗に 請うて 一 日の 暇 を 得て、 日 道 を始、 

ちそう なが けつべつ 

親戚 故旧 を 会して 馳走し、 永の 訣別 をした と 云 ふ 事実 

である。 これ は 一切の 係累 を 絶って、 不幸なる 綱宗に 

一 身 を 捧げようと 云 ふ 趣意であった。 綱宗も それ を 喜 

ゆきす.. -き や 

んで、 品に 雪 薄の 紋を 遣った さう である。 

ひるが へ 

品 は 初 一 念 を 翻 さずに、 とう/^ 二十で 情交 を 結 

おきな 

んだ 綱宗が 七十 二の 翁 になって 歿する まで、 忠実に 

仕へ て、 綱宗が 歿した 時 尼に なって、 浄休院 と 呼ばれ、 

仙 台に 住って 享保 元年に 七十 八 歳で 死んだ。 

ちはつ 

此 間に 品が 四十 五 歳の 時、 綱 宗が薙 髪し、 品が 四十 

八 歳の 時、 初子が 歿した。 綱宗 入道 嘉心 は此後 二十 五 



ゐ たが、 十 歳に 足らぬ 小児の 事であって 見れば、 実際 

おもだ 

世話 をした の は 女中で あらう。 その 主立った もの は 

鳥 羽と 云 ふ 女であった らしい。 これ は 江戸 浪人 

さかき だろ くざ^ もんしげ よし むす め 

榊 田 六 左 衛門重 能と 云 ふ もの、 女で、 振 姫の 侍女 か 

ら 初子の 侍女に なり、 遂に 亀 千代 附 になった ので ある。 

此 年に は 四十 七 歳に なって ゐた。 

ぜんぷ 

当日 亀 千代の 前に 出る 膳部 は、 例によって 鬼番 衆と 

云 ふ 近臣が 試食した。 それが 二三 人 即死した。 来 山 兵 

左衛 門、 千 田 平 蔵な どと 云 ふ ものである。 そこで、 

ち， P うげん 

中間 一 人、 犬 二 頭に 食 はせ て 見た。 それ も 皆 死んだ。 

後見 伊達 兵 部 少輔は 報 を 聞いて、 熊 田 治 兵 衛と云 ふ 



郎と云 ふ ものが、 鱸に 毒 を 入れて 置いて、 それ を 自ら 

食って 死んだ。 原 田に 命ぜられて 入れ は 入れた が、 主 

に 薦める に 忍びないで 自ら 食った と 云 ふので ある。 此 

事 は 丹 三郎が 前晚に 母に 打明けて 置いた ので、 母 も 

、p 、- ば 

P5; に 伏した さう である。 亀 千代 はもう 十 歳に なって 

ゐた。 丁度 綱宗の 漁色 事件に 高 尾が 無い やうに、 此置 

毒 事件に も 終始 俗説の 浅 岡に 相当す る 女が 無い。 

亀 千代の かう 云 ふ危ぃ 境遇 を 見て、 初子 は 子の ため、 

又 品 は 主の ため、 保護しょう としたか も 知れない。 

なかんづく けいせき 

就中 初子 は 亀 千代の 屋敷に 往来した 形迹が あるが、 

惜 むらく は 何事 も 伝 は つて ゐな い。 



次に 綱宗の 憂慮した 仙 台の 政治 はどうで あるか。 仙 

台 騒動の 此方 面の 中心人物 は 綱宗の 叔父に して 亀 千代 

の 後見の 一 人た る 伊達 兵 部少輔 であった。 兵 部に 結べ 

ば 功な きも 賞 せら れ、 兵 部に 抗 すれば 罪な きも 罰せら 

ひせ い らんしゃ うらんば つ 

れ たと 云 ふわけ で、 秕 政の 眼目 は 濫賞濫 罰に あった 

らしい。 仙 台に ゐて之 を 行った 首脳 は 渡 辺 金兵衛 で、 

寛 文 三年 頃から 目附の 地位に ゐて 権勢 を 弄し はじめ、 

四 年に-小姓 頭に なつてから、 愈々 専横 を 極めた。 後 

に 伊達 安芸が 重罪 を 被 つた もの 百 二十 人の 名 を 挙げ 

てゐ るの を 見ても、 渡 辺 等の 横暴 を 察する ことが 出来 

る。 其 中で 最も 際立って 見える の は、 伊東 釆 女が 事と、 



るに 遠 田 郡の 北境 小 里 村と、 登 米 郡 赤生津 村と に 地境 

の 争が あ つ た。 安芸 は 此時地 を 式部に 譲 つ て 無事に 済 

ませた。 これ は 寛 文 五 年の 事で ある。 次いで 七 年に 又 

桃 生 郡の 西南に ある 式部が 領分の 飛地と、 これに 隣接 

して ゐる遠 田 郡の 安芸が 領地と にも 地境の 争が 起った。 

これ は 寛 文 七 年の 事で、 八 年に 安芸が これ を 国 老に訴 

へ 九 年に 検便が 出張して 分割した が、 其 結果 は 安芸の 

ために 頗る 不利であった。 安芸 はこれ を，. 憤 つて、 十 

一 年に 死 を 決して 江戸に 上って 訴 へる ことにな つた。 

それ ゆ ゑ この 地境の 争 も、 采 女が 席次の 争と 同じく、 

原 来 権利の 主張で は あるが、 采女も 安芸 も、 これ を 機 
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